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平
成
一
八
年
度
当
初
予
算
等
を

審
議
す
る
三
月
議
会
定
例
会
は
、

三
月
九
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
一

六
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
案
等
町
長
提
出

議
案
五
一
件
、
議
員
発
議
案
五
件

を
慎
重
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
一
二
人
の
議
員

が
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
、

多
く
の
町
民
の
方
が
傍
聴
さ
れ

た
。

　

陳
情
は
一
一
件
を
審
議
、
二
件

を
採
択
と
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
八
九

億
八
、
七
〇
〇
万
円
で
、
昨
年
度

当
初
予
算
よ
り
七
億
六
〇
〇
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
面

で
は
町
税
が
家
屋
の
評
価
減
な
ど

も
あ
り
四
九
〇
万
円
の
減
。
地
方

交
付
税
が
三
億
三
、
三
〇
〇
万
円

の
減
。
国
県
の
支
出
金
が
三
億
二

千
万
円
の
減
。
逆
に
基
金
か
ら
の

繰
入
金
が
三
億
二
千
万
円
の
増

と
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
歳
出
で
も
、
教
育

費
が
二
五
・
二
％
減
、
商
工
費
が

二
一
・
五
％
減
、
土
木
費
が
七
・

二
％
減
、
総
務
費
が
六
・
七
％
減

と
な
っ
て
い
る
。

 
予
算
案
に
対
す
る　
　

　
　
　
 
質
疑
の
概
要

配
布
物
委
託
料　
　
　

六
三
万
円

納
税
奨
励
金　

一
、
七
九
一
万
円

解
放
同
盟
補
助
金一

、
七
七
四
万
円

バ
イ
ケ
ミ
支
援
費　

一
三
九
万
円

議
員
研
修
旅
費　
　

一
四
〇
万
円

問
　

区
長
配
布
物
は
職
員
が
持
っ
て

行
く
べ
き
だ
。

答
　

職
員
の
勤
務
時
間
を
さ
き
た
く

な
い
。
現
状
の
対
応
で
い
く
。

問
　

納
税
奨
励
費
と
支
払
い
通
知
書

を
郵
送
し
た
場
合
の
差
額
は
。

答
　

納
税
奨
励
金
の
意
味
合
い
も
考

え
て
欲
し
い
。

問
　

部
落
解
放
同
盟
の
補
助
金
は
、

行
政
改
革
に
逆
行
し
な
い
か
。

答
　

一
七
年
度
削
減
後
の
額
だ
。

問
　

バ
イ
ケ
ミ
農
法
の
将
来
的
な
展

望
は
。

答
　

三
年
の
普
及
期
間
が
過
ぎ
大
幅

に
減
額
し
た
。

問
　

韓
国
横
城
（
ヘ
ン
ソ
ン
）
郡
訪

問
の
旅
費
は
、
議
員
全
員
分
が
計

上
し
て
あ
る
が
、
代
表
で
よ
い
の

で
は
。

答
　

交
流
初
年
度
で
あ
り
、
代
表
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
予
算
計
上
し

た
。

問
　

一
七
年
度
最
終
予
算
総
額
か
ら

比
較
す
る
と
、
一
三
億
円
か
ら
の

減
額
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
厳
し

い
財
政
の
中
、
緊
縮
予
算
で
行
く

と
い
う
意
思
表
示
か
。
ど
う
に
も

予
算
が
組
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
か
。
他
に
意
図
が
あ
る
の
か
。

答
　

基
本
的
に
は
総
合
計
画
に
沿
っ

て
計
上
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

船
岡
小
学
校
の
体
育
館
建
設
費

三
億
円
は
本
来
一
八
年
度
の
予
定

だ
っ
た
。
何
か
の
意
図
を
持
っ
て

の
予
算
で
は
な
い
。

問
　

滞
納
繰
り
越
し
の
う
ち
、
町
民

税
で
二
〇
〇
万
円
が
収
入
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
昨
年
よ
り
少
な

い
。
滞
納
額
、
世
帯
数
等
昨
年
に

比
べ
て
ど
う
か
。

答
　

件
数
・
金
額
と
も
増
加
の
方
向
。

問
　

日
韓
交
流
事
業
は
子
ど
も
交
流

事
業
を
除
い
て
六
〇
〇
万
円
組
ん

で
あ
る
。
優
先
順
位
の
高
い
事
業

予　算　額会　　計　　区　　分

89億8,700万円一 般 会 計

16億8,600万円国民健康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

２億9,050万円簡易水道

4,420万円住宅資金

21億6,600万円老人保健

４億6,630万円公共下水道

８億4,000万円農業集落排水

14億3,840万円介護保険

7,700万円宅地造成

170万円町営墓地事業

55万７千円老人居室・障害者住宅整備資金

70万３千円上私都財産区

３万５千円市場・覚王寺財産区

11万５千円上津黒・下津黒財産区

５万５千円篠波財産区

70億1,156万５千円特別会計予算合計

平成18年度　予算総括表

平成18年度一般会計予算 

昨年度より約7億円（7.3％）減 
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と
し
て
挙
げ
た
の
か
。
財
政
事
情

の
な
か
、
必
要
性
、
メ
リ
ッ
ト
の

見
解
は
。

答
　

毎
年
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

八
頭
町
の
節
目
の
年
と
し
て
計
上

し
た
。

問
　

中
央
中
学
校
校
舎
の
建
替
え

は
、
統
合
問
題
も
絡
ん
で
町
民
の

合
意
が
で
き
た
と
言
え
な
い
。
町

長
の
理
解
は
。

答
　

教
育
を
考
え
る
会
、
議
会
の
特

別
委
員
会
な
ど
結
論
を
い
た
だ
か

な
い
中
で
の
予
算
だ
が
、
建
替
え

る
べ
き
話
と
思
っ
て
い
る
。

問
　

三
位
一
体
改
革
の
影
響
は
。

答
　

補
助
金
・
交
付
金
等
で
一
億
九

千
万
円
ば
か
り
減
額
に
な
っ
て
い

る
。

問
　

交
際
費
が
町
長
八
〇
万
円
、
議

長
六
〇
万
円
、
教
育
委
員
会
三
〇

万
円
あ
る
。
使
い
方
と
し
て
例
え

ば
農
業
委
員
会
に
一
万
円
出
し
て

い
る
が
、
町
の
身
内
の
団
体
で
あ

り
、
全
て
が
行
革
対
象
と
い
う
以

上
、
止
め
る
べ
き
だ
。

答
　

基
本
的
に
言
わ
れ
る
と
お
り

だ
。
ほ
と
ん
ど
が
慶
弔
費
だ
が
補

助
金
を
出
し
て
い
る
機
関
に
つ
い

て
は
配
慮
す
る
。

反
対
討
論　

川
西
議
員

　

国
際
交
流
の
議
員
全
体
の
訪

韓
、
配
布
物
の
委
託
、
納
税
組
合

奨
励
金
、
解
放
同
盟
補
助
金
、
五

級
の
身
体
障
害
者
の
方
の
医
療
費

助
成
の
打
切
り
、
バ
イ
ケ
ミ
農
法
へ

の
肩
入
れ
の
予
算
化
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

森
山
議
員

　

七
・
三
％
減
の
緊
縮
予
算
。
大

変
痛
み
を
伴
っ
た
予
算
と
見
る

が
、
こ
れ
か
ら
集
中
改
革
プ
ラ
ン

も
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　

池
本
議
員

　

極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
事
業

と
し
て
緩
傾
斜
地
対
象
事
業
、
さ

ら
に
集
落
営
農
の
新
対
策
が
か
な

り
広
い
地
域
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成
と
す

る
。

議
決　

原
案
ど
お
り
可
決

◇
発
議　

一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
意
見

提
出
者　

池
本
議
員

　

中
央
中
学
校
建
設
費
と
し
て
一

億
三
、
九
七
五
万
八
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
町
内
三
つ
の
中
学

校
の
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
統
合
の
意
見
も
出
て
い
る
。

重
要
か
つ
大
型
事
業
で
あ
り
、
関

係
者
の
議
論
を
十
分
踏
ま
え
、
町

民
の
合
意
を
得
て
事
業
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

問
　

附
帯
意
見
の
法
的
拘
束
力
は
、

ど
の
程
度
と
考
え
る
か
。

答　

池
本
議
員

　

権
限
を
も
っ
て
執
行
部
に
及
ぶ

も
の
で
は
な
い
が
、
議
会
の
意
思

表
示
と
し
て
重
い
も
の
は
あ
ろ
う

か
と
思
う
。

反
対
討
論　

河
村
議
員

　

関
係
者
の
議
論
を
十
分
踏
ま
え

る
こ
と
は
、
非
常
に
大
事
な
こ
と

だ
。
町
民
の
合
意
を
得
る
の
に
十

数
年
も
か
か
っ
て
い
た
ら
、
国
の

財
政
や
い
ろ
い
ろ
の
立
場
か
ら
、

計
画
し
て
い
る
学
校
建
築
も
で
き

な
く
な
る
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の

思
い
で
平
成
一
八
年
度
に
文
部
科

学
省
に
対
し
て
も
手
続
き
を
進
め

る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、
附
帯
意

見
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

矢
部
議
員

　

改
築
問
題
は
、
現
在
、
議
会
特

別
委
員
会
、
教
育
を
考
え
る
会
等

で
の
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
教
育
の
あ
り
方
、
学
校
の
あ

り
方
、
財
政
問
題
等
々
、
に
つ
い

て
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
議

論
は
、
緒
に
つ
い
た
所
だ
。
重
要

か
つ
大
型
事
業
で
合
併
の
メ
リ
ッ

平成18年度一般会計予算と主な事業

議　会　費　　 �� １億1,693万円（01.3％）　　

総　務　費 ���� 11億7,321万円（13.1％）　　

　非常勤特別職報酬（区長手当） ��� 592万円

　男女共同参画推進費 ��������� 98万円

　国際交流事業費 ���������� 519万円

　知事・県議会議員選挙費 ������ 796万円

民　生　費 ���� 22億0,844万円（24.6％）　　

　敬老会事業 ������������ 895万円

　隣保館運営費 ���������� 1,942万円

　老人クラブ支援事業 �������� 622万円

　障害者等住宅改良助成事業 ������ 67万円

衛　生　費 ���� 8億8,082万円（09.8％）　　

　予防接種事業 ���������� 2,822万円

　ゴミ収集委託料 ������� １億5,826万円

　東部広域ゴミ処理負担金 ��� １億7,917万円

　し尿処理因幡環境負担金 ����� 2,480万円

　老人保健検診委託料 ������� 2,395万円

農林水産業費 ��� 11億0,760万円（12.3％）　　

　20世紀梨再生促進事業費 ������ 148万円

　姫路公園施設管理運営費 ������ 577万円

　竹林公園管理運営費 �������� 763万円

　ふる里の森管理事業 �������� 476万円

商　工　費 ���� １億1,093万円（01.2％）　　

　商工振興運営補助金（３商工会） ��� 1,350万円

　観光協会補助金 ���������� 127万円

土　木　費 ���� ６億7,206万円（07.5％）　　

　除雪対策費 ����������� 2,213万円

消　防　費 ���� ３億3,303万円（03.7％）　　

　防災無線管理費 ��������� 1,184万円

　東部広域負担金 ������� ２億9,463万円

教　育　費 ���� 10億2,012万円（11.3％）　　

　外国青年招致事業費（２名） ���� 950万円

　船岡小グラウンド中庭工事費 ��� 5,451万円

　中央中学校用地取得費 ������ 9,017万円

　中央中学校用地造成費 ������ 4,795万円

　地区公民館運営費 �������� 1,478万円

　図書館費 ������������ 3,370万円

公　債　費 ���� 13億3,526万円（14.9％）　　

　地方債元金償還 ������� 11億2,276万円

　地方債等利子分 ������� ２億1,250万円

そ　の　他 ������ 2,860万円（00.3％）　　

（注）％は、一般会計総額に占める割合
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条
例
改
正
・
制
定

　

本
定
例
会
に
二
一
件
の
条
例
、

規
約
の
制
定
・
改
正
・
廃
止
案
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

主
な
改
正
等
は
、
次
の
と
お
り
。

◇
表
彰
条
例
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
満
百
歳
に
達
し
た
者

に
対
し
て
敬
老
の
日
に
行
っ
て
い

た
長
寿
表
彰
を
、
満
百
歳
に
な
っ

た
時
点
で
表
彰
す
る
こ
と
と
す
る

も
の
。

◇
行
政
区
長
設
置
条
例
の

改
正

　

八
東
地
域「
新
宿
団
地
」

を
行
政
区
に
加
え
る
も
の
。

◇
長
期
継
続
契
約
締
結
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

商
慣
習
上
複
数
年
に
わ

た
り
契
約
を
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
物
品
の
借

入
れ
契
約
、
物
品
・
庁
舎

等
の
保
守
そ
の
他
の
維
持

管
理
に
関
す
る
役
務
の
提

供
を
受
け
る
契
約
つ
い

て
、
五
年
以
内
の
長
期
契
約
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

改
正

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ

き
、
①
給
料
表
水
準
の
平
均
四
・

八
％
切
下
げ
改
定
、
②
五
段
階
区

分
の
勤
務
成
績
評
価
に
よ
り
昇
給

す
る
人
事
評
価
制
度
の
導
入
、
③

平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
同
一

九
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
は
、

切
り
替
え
と
な
っ
た
新
給
料
表
か

ら
五
％
カ
ッ
ト
支
給
な
ど
を
行
う

も
の
。

問
　

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
四
・

八
％
、
そ
れ
か
ら
五
％

の
カ
ッ
ト
は
、
年
間
総

額
、
職
員
一
人
当
た
り

で
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら

か
。

答　

平
木
町
長

　

総
額
で
一
億
二
、
四

八
〇
万
円
。
一
人
当
た

り
で
四
四
万
三
千
円

（
退
職
手
当
も
含
む
）。

問
　

昨
年
六
月
議
会
で
旧

三
町
の
給
与
格
差
是
正

に
つ
い
て
協
議
中
だ
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
　

今
、
組
合
と
話
を
進
め
て
い
る
。

問
　

管
理
職
手
当
を
二
〇
％
カ
ッ
ト

を
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
　

今
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
管
理

職
手
当
を
二
〇
％
減
額
し
て
お

り
、
四
月
か
ら
は
五
％
カ
ッ
ト
す

る
の
で
、
管
理
職
手
当
の
減
額

は
、
元
に
返
す
。

問
　

人
事
評
価
制
度
に
お
け
る
公
正

な
昇
給
の
仕
組
み
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

答
　

評
価
制
度
は
、
全
国
的
規
模
で

実
施
さ
れ
る
も
の
で
基
準
も
あ
る

が
、
評
価
は
人
が
す
る
も
の
。
公

平
な
評
価
が
で
き
る
よ
う
透
明
度

を
増
し
て
い
き
た
い
。

問
　

職
務
分
類
表
で
は
、
総
括
課
長

は
、
六
級
と
な
っ
て
い
る
が
、
他

の
課
長
に
代
わ
っ
た
ら
五
級
等
に

な
る
の
か
。

答
　

分
類
で
は
六
級
は
あ
る
が
、
現

在
は
適
用
し
て
い
な
い
。
課
長

は
、
あ
く
ま
で
五
級
で
極
端
な
話

だ
が
、
係
長
に
降
格
さ
れ
る
と
三

級
に
戻
る
。

問
　

昇
給
・
昇
格
の
級
別
資
格
基
準

は
つ
く
る
の
か
。

答
　

作
成
し
た
い
。

問
　

特
別
昇
給
の
枠
を
ど
の
程
度
想

定
し
て
い
る
の
か
。
七
五
％
の
人

を
標
準
と
い
わ
れ
る
か
ら
に
は
、

二
五
％
に
可
能
性
が
あ
り
、
今
ま

で
の
一
五
％
を
越
え
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が

あ
る
が
。

答
　

特
別
昇
給
と
い
う
考
え
は
な

い
。
あ
く
ま
で
評
価
で
決
ま
る
。

制
度
の
中
で
一
五
％
を
目
安
と
し

た
い
。

◇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

職
員
の
給
料
表
を
改
正
す
る
こ

と
に
伴
い
育
児
休
業
者
の
昇
給
等

に
つ
い
て
改
め
る
も
の
。

◇
固
定
資
産
税
の
納
期
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年

度
に
当
た
り
、
平
成
一
八
年
度
分

の
固
定
資
産
税
の
第
一
期
分
の
納

期
に
限
り
、
五
月
一
日
か
ら
同
月

三
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
。

◇
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

町
は
、
法
人
事
業
所
か
ら
出
さ

れ
る
廃
棄
物
の
収
集
を
行
わ
な
い

で
事
業
所
が
収
集
業
者
と
契
約

し
、
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

職員の給与5％カット
人事評価制度導入

ト
を
生
か
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

だ
。
町
民
挙
げ
て
の
幅
広
い
議
論

と
町
民
合
意
の
形
成
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
提
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　

前
土
居
議
員

　

建
築
の
た
め
の
準
備
と
し
て
用

地
の
購
入
な
り
、
用
地
工
事
を
行

う
の
は
当
然
だ
。
確
か
に
特
別
委

員
会
で
学
校
問
題
は
議
論
し
て
い

る
が
、
用
地
工
事
が
一
〇
〇
％
問

題
だ
と
す
れ
ば
、
平
成
一
八
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
否
決
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
理
由

か
ら
意
見
書
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

鎌
谷
議
員

　

十
分
な
財
政
効
果
を
ね
ら
っ
て

予
算
執
行
に
留
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
校

の
問
題
で
は
、
財
政
の
見
通
し
も

示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

各
地
域
の
住
民
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
努
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
議
会
の
声
を
発
揮

し
た
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

議
決　

否
決
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◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
条
例

の
制
定

　

郡
家
地
域
へ
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
の
設
置
に
伴
い
、
施
設

の
管
理
及
び
委
託
、
利
用
内
容
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

◇
障
害
者
等
医
療
費
助
成
条
例
の

改
正

　

身
体
障
害
者
手
帳
五
級
の
交
付

を
受
け
た
者
で
も
所
得
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
者
は
、
医
療
費
助
成

の
対
象
と
し
な
い
と
す
る
も
の
。

問
　

こ
の
改
正
に
よ
り
カ
ッ
ト
さ
れ

る
額
は
、
微
々
た
る
も
の
だ
が
、

一
〇
分
の
五
の
助
成
を
や
め
て
し

ま
う
町
長
の
お
気
持
ち
は
。

答
　

八
頭
町
の
身
体
障
害
者
の
方
と

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
結
果
、

財
政
的
な
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
と
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

問
　

役
員
の
方
の
み
の
意
見
で
、
対

象
者
の
方
の
意
見
を
聞
か
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
弱
者
い
じ
め
に
な

ら
な
い
か
。

答
　

本
当
に
働
か
れ
て
い
て
非
課
税

部
分
で
な
い
と
こ
ろ
の
所
得
税
が

課
税
さ
れ
い
る
方
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論　

川
西

議
員

　

対
象
者
が
五

人
、
削
減
額
は
一

二
万
円
。
福
祉
対

策
を
充
実
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
八
頭
町
に

と
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
や
り
方
は
、

承
知
い
た
し
か
ね

る
。

賛
成
討
論　

山
本

議
員

　

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

と
い
う
こ
と
で
賛
成
す
る
。

◇
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

平
成
一
八
年
度
か
ら
同
二
〇
年

度
の
介
護
保
険
料
を
定
め
る
も

の
。

（
詳
細
は
、
広
報
「
や
ず
」
五
月

号
参
照
）

問
　

高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進
む

中
で
保
険
料
の
見
通
し
は
。

答
　

施
設
の
充
実
も
あ
り
、
高
齢
者

だ
け
の
家
庭
も
多
い
中
で
、
ま
だ

保
険
料
は
上
が
る
と
思
う
。

問
　

八
頭
町
で
介
護
保
険
料
の
助

成
、
減
額
を
さ
れ
る
考
え
は
な
い

か
。

答
　

国
民
健
康
保
険
も
同
じ
だ
が
、

今
の
制
度
の
中
で
や
っ
て
い
く
方

向
を
持
っ
て
い
る
。
単
町
で
実
施

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

審
議
会
の
組
織
・
運
営
方
法
の
改

正
な
ど
を
行
う
も
の
。

問
　

基
幹
公
民
館
と
地
区
公
民
館
、

更
に
集
落
公
民
館
も
あ
り
、
戸
惑

い
も
生
じ
て
い
る
。
そ
の
位
置
づ

け
を
整
理
し
て
お
示
し
い
た
だ
き

た
い
。

答
　

地
域
の
均
衡
あ
る
社
会
教
育
の

発
展
を
図
り
た
い
と
の
思
い
か
ら

の
提
案
。
地
区
公
民
館
は
、
地
区

の
社
会
教
育
活
動
を
や
っ
て
い

き
、
基
幹
公
民
館
は
、
そ
の
地
区

公
民
館
を
後
押
し
し
て
い
く
。

問
　

行
財
政
改
革
の
中
で
、
多
少
縮

小
の
方
向
で
い
く
の
も
ひ
と
つ
の

方
法
か
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
　

高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
、
小
学

校
区
ぐ
ら
い
の
範

囲
で
よ
り
住
民
が

参
加
し
や
す
い
公

民
館
活
動
を
期
待

し
て
い
る
。

問
　

地
区
公
民
館
と

地
域
と
の
密
着
に

は
、
非
常
に
賛
成

し
て
い
る
。

　

地
区
公
民
館
へ

の
主
事
の
配
置

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
　

船
岡
、
郡
家
に
は
、
地
区
公
民

館
に
主
事
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
新
設
す
る
八
東
地
域
の

地
区
公
民
館
に
も
主
事
を
配
置
し

た
い
。

問
　

基
幹
公
民
館
は
、
社
会
教
育
法

に
お
け
る
公
民
館
の
設
置
基
準
で

は
、
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る

の
か
。

答
　

社
会
教
育
法
の
中
で
は
、
基
幹

公
民
館
を
置
い
て
は
い
け
な
い
と

か
、
部
落
公
民
館
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
か
の
決
ま
り
は
な
い
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

人
権
教
育
推
進
員
・
生
活
相
談

員
・
隣
保
館
長
・
文
化
セ
ン
タ
ー
所

長
・
同
和
地
区
福
祉
推
進
員
・
図
書

館
長
の
報
酬
の
引
下
げ
、
一
部
の

地
区
公
民
館
主
事
の
報
酬
の
引
上

げ
な
ど
を
行
う
も
の
。

◇
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正

　

国
の
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正

に
よ
り
文
化
財
に
「
文
化
的
景
観
」

を
加
え
る
も
の
。

指定管理者制度導入

地区公民館を充実

◇
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
・
フ
ル
ー

ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
・
ふ
る

里
の
森
条
例
・
姫
路
公
園
条
例
・

竹
林
公
園
条
例
・
体
験
農
園
等

施
設
条
例
の
改
正

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う

必
要
な
条
項
の
改
正
を
行
う
も

の
。

◇
町
営
住
宅
条
例
の
改
正

　

国
の
住
宅
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
入
居
基
準
を
改
正
す
る
も
の
。

◇
公
民
館
条
例
の
改
正

　

① 
基
幹
公
民
館
三
館
、
地
区
公

民
館
九
館
の
設
置
②
公
民
館
運
営

▲指定管理者制度導入予定のふる里
の森
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陳　　情　　者件　　　　　名

福祉充実の会

代表世話人　上山　俊二

他１名

障害者が必要な福祉サー

ビスを受けるための条件

整備についての陳情書

「軍事費を削って、暮ら

しと福祉・教育の充実を」

国民大運動鳥取県実行委

員会

実行委員長　村口　徳康

他１名

安心できる介護保険制度

を求める陳情

●（一部採択としたもの）

陳　　情　　者件　　　　　名

八頭町母子会

会長　谷口美佐子

陳情書（八頭町母子会の

補助金について）

反対討論　前土居議員
　現在の町の予算を見た場合、ただ増額してほしい

というだけで増額するのは、問題である。

賛成討論　川西議員
　零細な団体の補助金は、減額しないで現状維持で

あるべきでは。

●（趣旨採択としたもの）

陳　　情　　者件　　　　　名

鳥取県労働組合総連合

議長　田中　暁

パートタイム労働者の均

等待遇実現を求める陳情

書

八頭町船岡上町

区長　岩成　憲政

陳情書（ガードレールの

設置について）

●（採択としたもの）

陳　　情　　者件　　　　　名

日本国家公務員労働組合

連合会

中央執行委員長　

堀口　士郎

「公共サービスの安易な

民間開放は行わず、充実

を求める意見書」提出に

関する陳情

鳥取県労働組合総連合

議長　田中　暁

最低賃金制度の改正を求

める陳情

住民の暮らしを守り、安

全・安心の公共サービス

拡充を求める陳情

平和・民主・革新の日本

をめざす鳥取県の会

事務局長　田原　勇

他４名

日本郵政公社の集配局廃

止計画の中止を求める意

見書提出について

自治労連鳥取県本部

執行委員長　植谷　和則

「市場化テスト法案」に

関する意見書採択の要請

日笠　武雄土地返還請求に関する陳

情書

●（不採択としたもの）

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別

措
置
等
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ

き
、
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
が

提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　

大
江
、
西
谷
、
見
槻
及
び
志
子

部
、
姫
路
及
び
明
辺
、
落
岩
、
福

地
、
野
町
、
麻
生
及
び
山
志
谷
の

八
地
域
を
対
象
と
す
る
。

　

各
地
域
の
実
情
に
即
し
て
防
災

無
線
電
話
整
備
事
業
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
敷
設
整
備
事
業
、
農
村
公

園
、
道
路
整
備
事
業
、
簡
易
水
道

整
備
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。

辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺
地地地地地地地地地地地地地
ににににににににににににに
係係係係係係係係係係係係係
るるるるるるるるるるるるる

総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合
整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備
計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画

�
歳
入
歳
出

九
、
四
〇
四
万
円
減
額

主
な
事
業

町
営
住
宅
財
産
購
入
費

�
�
�
�
�
三
、
二
五
五
万
円

船
岡
小
学
校
体
育
館
建
設
費

二
億
五
、
五
〇
〇
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
一
七
年
度



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問
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矢部　博祥　議員

急がれる行財政改革の
進め方は

町長　効率的で効果的な行財

政改革の再構築が必要

問
　

役
場
全
職
員
か
ら
の
改
革
案
の

募
集
、
町
民
か
ら
の
公
募
も
検
討

す
べ
き
。
ご
所
見
は
。

答　

平
木
町
長

　

職
員
等
で
検
討
し
た
事
柄
も
行

政
改
革
推
進
委
員
会
で
審
議
す
る

予
定
。

問
　

数
値
目
標
、
節
減
金
額
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
指
標
等
の
改
革
目
標
を

設
定
す
べ
き
。
ご
所
見
は
。

答　

平
木
町
長

　

そ
れ
も
一
つ
の
手
法
か
と
思
う
。

問
　

鳥
取
県
内
の
一
五
町
村
で
収
入

役
を
配
置
し
て
い
る
の
は
八
頭
町

の
み
。
来
年
度
か
ら
収
入
役
廃
止

の
法
案
が
今
国
会
に
提
案
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
必
要
だ
と
い
う

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

変
わ
り
な
い
。

問
　

支
所
長
は
、
現
場
の
ト
ッ
プ
で

い
か
に
住
民
に
近
い
サ
イ
ド
に
立

つ
か
が
大
事
。
そ
の
意
味
で
は
、

課
長
兼
務
が
望
ま
し
い
。
ご
所
見

は
。

答　

平
木
町
長

　

支
所
長
は
、
課
を
ま
と
め
、
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
現
場
に
出
向
い
て
い

る
。私
も
住
民
の
中
に
溶
け
込
む
支

所
長
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　

職
員
の
希
望
退
職
を
募
る
制
度

に
つ
い
て
は
、
県
内
の
合
併
し
た

七
町
の
う
ち
、
導
入
の
方
向
に
な

い
の
は
八
頭
町
だ
け
。
世
の
中
の

流
れ
と
違
っ
た
形
で
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

四
月
以
降
に
は
、
希
望
退
職
を

募
り
た
い
。
特
別
な
加
算
手
当
は

無
理
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
　

若
桜
鉄
道
あ
り
き
で
こ
れ
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
と
い
う
問
題
で

は
な
く
、
八
頭
町
の
生
活
交
通
を

ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が
大
事
。

サ
ー
ビ
ス
（
利
便
性
）
と
コ
ス
ト

を
比
較
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
れ
ば
答
え
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

平
木
町
長

　

も
っ
と
も
だ
と
思
う
。
地
域
に

よ
っ
て
若
桜
鉄
道
は
絶
対
い
る
と

か
、
余
り
関
心
が
な
い
と
い
う
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
。

交
通
弱
者
の
方
の
交
通
を
ど
う
し

て
確
保
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
だ
。

問
　

八
頭
町
や
福
祉
協
議
会
所
有
の

バ
ス
の
稼
働
率
は
、
ど
の
く
ら
い

に
な
る
の
か
。
福
祉
バ
ス
の
話
も

あ
る
。
温
泉
や
プ
ー
ル
、
公
民
館

活
動
な
ど
で
も
っ
と
柔
軟
に
利
用

す
る
方
法
は
な
い
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

八
頭
町
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

五
台
を
含
め
て
、
九
台
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
あ
り
、
概
ね
週
四
日
程

度
稼
動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
に
は
四
台
あ
る
。

　

福
祉
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
な
る

と
既
存
バ
ス
は
、
お
そ
ら
く
撤
退

さ
れ
る
と
思
う
。
道
路
運
送
法
で

は
、
日
交
は
路
線
バ
ス
、
ク
ロ
ー

バ
ー
バ
ス
は
貸
切
バ
ス
の
位
置
づ

け
で
あ
り
、
競
合
し
て
は
、
認
可

が
取
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�
町
長
就
任
以
来
の
行
政
運
営
の

検
証

�
平
成
一
八
年
度
の
施
政
方
針
及

び
予
算
と
総
合
計
画

�
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援

　

三
月
議
会
定
例
会
で
、
町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
は
、
一
四
日
、
一
五
日
の
二
日

間
行
い
、
一
二
人
の
議
員
が
登
壇
。
行
政

運
営
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
町
行

政
執
行
の
基
本
姿
勢
を
た
だ
し
た
。

生活交通確保は、
　　利便性とコスト比較で

町長　交通弱者の方の交通手段

　　　これからの課題

▲地域の交通を支え
るクローバーバス
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問
　

八
頭
町
の
も
つ
産
業
・
消
費
・

生
活
環
境
な
ど
地
域
住
民
の
も
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総
合
的
に
指
標
を

示
す
中
、
わ
が
町
の
民
力
を
一
つ

の
判
断
基
準
と
し
て
と
ら
え
、
過

疎
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

特
に
生
活
に
密
着
し
て
い
る
小

売
業
の
数
が
、
年
々
危
機
の
状
態

に
危
惧
す
る
。
食
料
品
の
調
達
も

今
後
は
益
々
難
し
く
な
っ
て
く
る

と
思
う
。

　

町
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て

抜
本
的
な
産
業
構
造
、
産
業
集
積

を
図
る
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
る

が
。

答　

平
木
町
長

　

八
頭
町
の
民
力
水
準
は
、
県
下

一
九
市
町
村
中
一
九
位
で
あ
る

が
、
民
力
指
数
に
よ
る
総
合
指
数

は
七
位
、
産
業
活
動
指
数
で
一
一

位
、
消
費
関
連
指
数
で
は
六
位
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
農
林
業
・
商
工
業
の

産
業
の
振
興
は
町
政
発
展
の
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

商
工
会
で
は
町
内
購
買
力
を
高

め
る
運
動
の
展
開
、
既
存
企
業
の

企
業
基
盤
強
化
と
振
興
を
図
り
、

企
業
誘
致
対
策
な
ど
商
工
会
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ご
指
摘
の
小
売
業
の
店
舗
数
の

減
少
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
・

商
工
会
・
町
が
一
体
と
な
っ
た
体

制
づ
く
り
の
中
で
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
。

問
　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
現
在

調
整
・
検
討
が
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
町
民
の
生
命
・
身

体
並
び
に
財
産
を
守
る
責
務
は
こ

れ
か
ら
も
益
々
大
き
く
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
災
害
が

発
生
し
た
時
の
迅
速
な
対
応
ま
た

危
機
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
、

啓
発
の
方
策
等
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
防
災
行
政
無
線
、
住

民
避
難
、
危
険
地
域
対
策
本
部
の

関
係
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

平
木
町
長 

　

地
域
防
災
計
画
は
国
民
保
護
計

画
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
作
成
が

ず
れ
込
ん
で
い
る
が
、
旧
地
域
の

計
画
で
対
応
し
て
い
る
。情
報
伝

達
手
段
と
し
て
の
防
災
行
政
無
線

が
船
岡
地
域
で
は
一
八
年
、
八
東

地
域
で
は
二
二
年
経
過
し
て
い
る
。

　

平
成
一
八
年
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

含
め
た
情
報
化
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　

町
消
防
団
の
活
性
化
策
に
つ

い
て
（
団
員
の
確
保
、
処
遇
な
ど
）

答　

平
木
町
長

　

現
在
、
一
二
三
名
の
定
員
の

中
、
一
一
九
名
の
実
団
員
が
在
籍

し
て
い
る
。
飛
び
抜
け
て
の
厚

遇
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
若

年
層
の
円
滑
な
世
代
交
代
も
課

題
で
あ
る
。

問
　

女
性
の
団
員
と
女
性
を
中
心

と
し
た
自
主
防
災
活
動
は
。

答　

平
木
町
長

　

一
八
年
度
は
、
女
性
の
消
防
団

の
募
集
も
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�
人
口
交
流
に
つ
な
が
る
町
づ

く
り

森山　大四郎　議員

八頭町の民力と
　   産業構成について

町長　関係機関との連携を

持って取り組みたい

消防行政の
　　　　課題について

町長　当面は旧町の地域防災

計画で対応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

▲町消防団出初式

　（八東総合運動公園屋根付多目的広場）
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町職員にかかわる問題

町長　希望退職を募る

問
　

退
職
と
採
用
に
つ
い
て
、
肩
た

た
き
を
し
て
は
ど
う
か
。
採
用
も

年
に
一
人
か
ら
二
人
は
優
秀
な
人

を
採
用
す
べ
き
。
コ
ネ
で
採
用
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

が
、
試
験
方
法
は
。

　

新
聞
に
大
学
卒
の
給
料
が
載
っ

て
い
た
が
、
地
方
銀
行
が
約
二
万

円
高
い
、
あ
る
程
度
よ
く
し
な
い

と
優
秀
な
人
が
逃
げ
る
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
高
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
と
、
図

書
館
司
書
の
位
置
づ
け
と
給
与
に

つ
い
て
、
女
性
の
管
理
職
登
用
が

少
な
い
が
。

答　

平
木
町
長

　

希
望
退
職
を
募
り
、
退
職
勧
奨

扱
い
と
す
る
。
採
用
試
験
は
全
国

町
村
会
が
行
う
一
次
試
験
に
合
格

し
た
人
に
、
各
町
長
（
郡
内
）
が

複
数
で
面
接
す
る
。
公
平
・
公
正

な
中
で
採
用
が
決
ま
っ
て
い
く
。

　

民
間
と
の
初
任
給
の
格
差
は
、

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
た
場
合
、
差

は
な
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

図
書
館
司
書
の
待
遇
面
は
考
え

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
女
性
の
管

理
職
は
考
え
て
い
き
た
い
。

食育と
　　学校給食について

教育長　郡家地域のご飯持参は

当分続く

問
　

郡
家
地
域
だ
け
が
炊
飯
施
設
が

な
い
が
、
来
年
度
は
。
将
来
の
見

通
し
は
。

　

地
産
地
消
と
食
育
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
一
二
月
に
郡
家
公
民
館

で
「
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇

五－

地
域
で
つ
な
ご
う
食
の
学
校

給
食
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
演
は
、
香
川
県
滝
山
小
学
校

の
食
育
実
践
記
に
関
す
る
話
で

あ
っ
た
。
他
県
の
実
例
に
学
び
実

践
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち

は
。

　

ま
た
、
町
内
の
学
校
の
優
良
事

例
は
。

答　

西
山
教
育
長

　

炊
飯
施
設
を
調
理
場
に
設
置
す

る
場
所
が
な
い
。
当
分
の
間
は

現
状
で
行
き
た
い
の
で
理
解
を
。

　

食
育
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

町
内
八
つ
の
小
学
校
、
三
つ
の
中

学
校
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、

食
育
の
重
要
性
、
地
産
地
消
の
大

切
さ
を
認
識
し
、
基
本
的
に
は
総

合
的
な
学
習
時
間
に
お
い
て
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
践
活
動
と
し
て
は
、
芋
つ
く

り
、
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
体

験
学
習
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

産
地
消
の
大
切
さ
、
生
産
者
の
苦

労
等
を
学
ば
せ
て
い
る
。
講
演

は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問

�
肺
炎
予
防
注
射

�
成
人
式
の
反
省
は

西尾　節子　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

▲ランチルームで（中央中学校）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問
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問
　

昨
年
の
六
月
議
会
で
、
同
僚
議

員
か
ら
も
質
問
が
あ
っ
た
八
東
保

健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
利
用
者
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎
の
件
で

す
が
、
町
長
は
「
対
象
地
域
が
八

頭
町
全
域
に
広
が
り
こ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
だ
け
の
余
力
が
な
い
か

ら
で
き
な
い
。」と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

船
岡
地
域
の
二
、
三
の
住
民
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
自

分
が
車
を
運
転
し
て
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
土
曜

日
、
休
日
も
利
用
で
き
な
い
か
。」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
理
由
は

「
主
人
や
子
ど
も
た
ち
の
休
み
の

日
に
送
迎
し
て
も
ら
え
る
か
ら
。」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
送
迎

だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
利
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
町
長
の
お
考

え
は
。

答　

平
木
町
長

　

温
水
プ
ー
ル
は
多
額
の
維
持
費

が
か
か
る
の
で
、
例
え
ば
利
用
の

少
な
い
平
日
の
開
放
時
間
を
制
限

し
、
そ
の
分
を
土
曜
日
、
休
日
の

プ
ー
ル
開
放
に
充
て
る
こ
と
な
ど

も
一
つ
の
方
法
だ
。

　

貴
重
な
施
設
で
も
あ
り
、
今
後

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
い
う
こ
と
も
含
め
、
皆
様
の
お

考
え
な
ど
も
参
考
に
し
て
検
討
し

た
い
。

八頭町スクールバス運行と
中学生の通学方法

町長　青パトの巡回及び補助制度

の見直しを検討中

問
　

八
頭
町
で
は
、
二
台
は
郡
家
地

域
の
小
学
校
の
登
下
校
に
、
ま
た

一
台
は
中
央
中
学
校
の
登
下
校
に

使
用
し
て
い
る
。
小
学
生
の
場
合

は
最
近
の
下
校
時
の
誘
拐
殺
人
事

件
な
ど
、
多
く
発
生
し
て
い
る
現

状
か
ら
見
る
と
、
運
行
距
離
を
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
も
と
よ

り
、
許
さ
れ
る
こ
と
な
ら
、
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
で
も
範
囲
を
広
げ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
し
、
見
直
し
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

が
、
中
学
生
の
場
合
で
は
な
い
か
。

一
年
生
に
入
学
し
た
時
自
転
車
通

学
の
生
徒
で
、
同
じ
八
頭
町
内
の

中
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
中
央
中

学
校
の
生
徒
に
は
二
万
五
千
円
、

八
東
中
学
校
の
生
徒
に
は
二
、
三

〇
〇
円
、
船
岡
中
学
校
の
生
徒
に

は
二
千
円
を
補
助
し
て
い
る
が
、

こ
の
差
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　

平
木
町
長

　

最
近
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
凶
悪

犯
罪
が
多
発
し
、
町
民
の
皆
様
は

非
常
に
ご
心
配
の
こ
と
と
思
う
。

そ
の
対
策
と
し
て
本
町
で
は
、
青

色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
巡
回

を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
通
学
補
助
に

対
し
、
補
助
内
容
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
現
在

見
直
し
を
検
討
中
。

山本　弘敏　議員

土・休日の八東保健センター
プール利用は

町長　皆様の意見を参考にして検

討したい

▲八東保健センタープールで健康づくり



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

11 やず町議会だより　第５号　平成18年５月

前土居一泰　議員

問
　

町
内
の
保
育
所
、
小
学
校
、
中

学
校
の
施
設
の
数
は
現
状
の
配
置

の
ま
ま
で
最
善
と
考
え
る
か
。

答　

平
木
町
長

　

少
子
化
が
進
み
、
保
育
所
は
現

在
の
一
三
施
設
を
運
営
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

小
学
校
は
一
学
年
二
学
級
以

上
、
中
学
校
は
一
学
年
最
低
三
学

級
は
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

少
な
い
地
域
の
生
徒
数
は
い
く

ら
か
。

答　

平
木
町
長

　

船
岡
中
学
校
は
一
八
年
度
は
一

年
生
五
〇
人
、
二
年
生
三
一
人
、

三
年
生
四
三
人
で
あ
る
。

問
　

町
内
の
ど
の
学
校
に
行
っ
て
も

よ
い
と
い
う
学
校
の
自
由
選
択
制

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

平
木
町
長

　

学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
時
期

尚
早
と
考
え
て
い
る
。

問
　

議
会
の
特
別
小
委
員
会
と
教
育

委
員
の
意
見
交
換
会
に
お
け
る
教

育
委
員
の
意
見
は
、
個
人
的
な
見

解
で
あ
っ
た
が
「
中
学
校
は
早
期

に
統
合
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
。
聞
い
て
お
ら
れ
る
か
。

答　

平
木
町
長

　

聞
い
て
い
な
い
。

保育所・小中学校の
　施設数は現状でよいか

町長　中学校は１学年

３学級は欲しい

問
　

役
場
の
組
織
の
在
り
方
で
必

要
な
こ
と
は
報
告
、
連
絡
、
相
談

と
信
賞
必
罰
と
思
う
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
事
件
の
と
き
、

助
役
は
一
月
二
五
日
に
通
報
を

受
け
た
が
、
町
長
へ
の
報
告
は
二

月
三
日
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

こ
と
を
ど
う
判
断
す
る
か
。
助

役
を
叱
責
し
た
か
。

　

水
道
料
の
五
年
間
余
に
わ
た

る
過
徴
収
の
関
係
職
員
へ
の
対

応
は
ど
う
し
た
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

助
役
の
判
断
の
も
と
で
調
査
が

で
き
る
と
い
う
見
解
の
中
で
の
助

役
判
断
で
し
て
、
今
後
は
細
か
な

問
題
で
も
意
思
疎
通
を
十
分
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

水
道
料
の
件
は
、
担
当
課
長
、

補
佐
、
以
下
四
名
を
文
書
訓
告
に

し
た
。

問
　

助
役
は
当
初
「
水
道
メ
ー
タ
ー

の
通
報
は
部
外
者
で
あ
っ
た
。」
と

答
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
日
議
員

の
追
及
で
「
本
庁
以
外
の
勤
務
者

だ
っ
た
の
で
そ
う
答
え
た
。
本
当

は
部
内
者
で
あ
っ
た
。」
と
訂
正
さ

れ
た
。

　

議
員
は
軽
く
見
ら
れ
て
い
た
と

思
う
。

答　

平
木
町
長

　

助
役
の
思
い
違
い
か
、
的
を
得

て
い
な
い
も
の
だ
。

そ
の
他
の
質
問

�
経
費
節
約

　

（
町
長
公
用
車
廃
止
等
）

役場内の報告・相談等は
どうなっているのか

町長　細かな問題でも十分

　　　意思疎通を図りたい

▲改築が検討されている中央中学校



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

12第５号　平成18年５月　やず町議会だより

池本　　�　議員

問
　

重
点
課
題
で
あ
る
本
庁
舎
に
つ

い
て
、
支
所
体
制
の
あ
り
方
と
と

も
に
、
本
庁
舎
を
建
て
る
の
か
、

建
て
ず
に
い
く
の
か
。
行
政
改
革

の
視
点
か
ら
も
こ
の
ま
ま
許
さ
れ

る
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
今
現

在
は
今
あ
る
庁
舎
を
有
効
活
用
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
諸

課
題
を
優
先
し
た
い
。
将
来
的
に

は
本
庁
舎
を
基
本
と
し
た
行
政
に

な
る
と
考
え
る
し
、
職
員
も
減
っ

て
く
る
。
こ
の
一
〇
年
の
中
で
問

題
が
出
よ
う
か
と
思
う
が
、
今
は

庁
舎
問
題
は
お
い
て
お
き
た
い
。

問
　

こ
の
行
革
の
中
、
今
の
ま
ま
の

分
庁
方
式
、
総
合
支
所
方
式
が
何

年
も
つ
の
か
。
学
校
で
は
な
い

が
、
本
庁
舎
問
題
に
し
て
も
建
て

る
建
て
な
い
に
し
ろ
、
半
年
、
一

年
で
町
民
合
意
が
得
ら
れ
る
問
題

で
は
な
い
。
町
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
果
敢
に
取
り
組
む
最
重
要

課
題
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

平
木
町
長

　

そ
う
だ
と
思
う
が
、
ほ
か
に
や

り
た
い
仕
事
も
あ
る
。
八
頭
総
合

事
務
所
が
来
年
以
降
縮
小
さ
れ
る

方
向
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
し
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

問
　

中
央
中
学
校
の
建
築
が
、
将
来

の
あ
り
方
と
も
か
か
わ
る
が
、
中

学
校
問
題
は
ど
う
す
る
考
え
か
。

答　

平
木
町
長

　

本
年
度
予
算
で
用
地
取
得
、
一

部
造
成
工
事
費
を
組
ん
で
い
る
。

　

今
現
在
、
教
育
を
考
え
る
会
、

議
会
の
特
別
委
員
会
で
議
論
を
い

た
だ
い
て
い
る
。耐
力
度
の
問
題
等

も
あ
り
、
早
期
に
着
手
し
た
い
が
、

特
に
財
源
が
一
番
の
課
題
。今
後

は
詳
細
設
計
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

他
の
中
学
校
を
ど
う
す
る
か
の

議
論
を
無
視
し
て
の
建
築
は
、
皆

さ
ん
に
理
解
い
た
だ
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

問
　

問
題
は
統
合
問
題
で
、
統
合
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
保
護

者
、
関
係
者
の
理
解
の
も
と
、
場
所

等
が
選
定
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。統
合
問
題
に
一
定
の
整
理
を
し

な
け
れ
ば
、
町
民
全
体
の
合
意
は

得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

統
合
の
話
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
即
統
合
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
か
つ
て
中
央
中
学
校

は
、
名
目
統
合
で
、
三
年
間
校
舎

に
出
て
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
流

れ
も
あ
る
が
、
や
は
り
財
源
問
題

が
あ
り
土
地
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、
建
築
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�
行
政
改
革
の
進
捗
を
問
う

�
具
体
的
施
策
の
取
り
組
み

（
町
道
整
備
等
）

統合問題はどう整理する
のか、中学校建築

町長　議論を無視しては理解

はいただけない

本庁舎問題＝
　　　行革の最重要課題

町長　総合事務所のこともあり

今はおいておく

▲整備が急がれる町道出合線（隼地区内）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

13 やず町議会だより　第５号　平成18年５月

小倉　一博　議員

問
　

公
共
交
通
の
維
持
運
営
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

若
桜
鉄
道
に
対
す
る
八
頭
町
の

助
成
措
置
は
関
係
団
体
全
体
で
は

ど
う
か
。
ま
た
、
利
用
状
況
は
ど

う
か
。

答　

平
木
町
長

　

自
治
体
の
出
資
割
合
は
県
一
七

％
、
鳥
取
市
一
〇
％
、
八
頭
町
四

三
％
若
桜
町
三
〇
％
、
平
成
一
七

年
の
八
頭
町
の
補
助
金
は
、
近
代

化
事
業
四
五
二
万
円
、
利
用
促
進

協
議
会
六
四
万
円
、
全
体
で
は
近

代
化
事
業
一
、
〇
六
〇
万
円
余
、

国
か
ら
も
同
額
が
出
て
い
る
。
利

用
は
一
日
平
均
一
、
六
二
五
人
で

八
〇
％
が
通
学
、
五
％
が
通
勤
。

問
　

固
定
客
が
八
五
％
で
、
朝
夕
は

混
雑
し
昼
間
は
客
が
な
い
状
態
だ

が
Ｊ
Ｒ
と
の
関
係
は
。

答　

平
木
町
長

　

一
一
便
の
う
ち
、
朝
一
便
が
Ｊ

Ｒ
、
若
桜
鉄
道
は
郡
家
・
鳥
取
間

に
六
便
乗
り
入
れ
て
い
る
が
、
こ

の
間
の
収
入
は
Ｊ
Ｒ
に
入
っ
て
い

る
。

問
　

日
交
バ
ス
と
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス

へ
の
町
の
支
援
状
況
は
。

答　

平
木
町
長

　

日
交
バ
ス
に
南
岸
線
も
含
め
て

四
九
八
万
円
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス

に
一
、
二
一
〇
万
円
補
助
。
乗
車

密
度
が
五
人
を
切
る
と
国
の
補
助

が
減
額
と
な
る
。

問
　

公
共
交
通
の
維
持
運
営
を
考
え

る
た
め
に
も
、
町
民
に
情
報
を
公

開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長　

　

交
通
弱
者
の
交
通
手
段
を
守
る

の
は
行
政
の
使
命
と
思
う
が
、
税

金
の
投
入
が
ど
れ
だ
け
許
さ
れ
る

の
か
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
沿
線

自
治
体
も
含
め
見
定
め
た
い
。

問
　

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
状
況

や
捕
獲
状
況
は
。
町
費
助
成
の
現

状
は
。

答　

平
木
町
長

　

農
作
物
の
被
害
が
一
六
年
度
で

一
、
二
六
二
万
円
、
一
七
年
度
が

一
二
月
末
現
在
五
二
三
万
円
と
半

減
。

　

一
六
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
四
一
七

頭
、
ク
マ
四
六
頭
、
鹿
一
一
頭
、

一
七
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
二
二
四

頭
、
ク
マ
一
頭
、
鹿
七
頭
を
捕
獲
。

電
気
柵
、
ト
タ
ン
等
の
補
助
が
一

六
年
度
一
、
三
八
二
万
円
、
一
七

年
度
が
五
一
四
万
円
で
対
策
費
も

半
減
し
た
。

問
　

被
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
森
の

木
の
実
が
豊
作
だ
っ
た
と
い
う
人

も
い
る
。
町
内
の
町
有
林
、
国
有

林
に
実
の
な
る
広
葉
樹
を
植
え
る

考
え
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

町
有
林
が
四
三
へ
ク
タ
ー
ル
あ

る
が
、
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
植
林

済
み
。
国
有
林
も
含
め
ま
だ
植
え

る
場
所
が
な
い
か
調
査
を
し
て
考

え
た
い
。

公共交通の維持運営は

町長　公共交通を守るのは

行政の使命

有害獣対策に実のなる木を
植林しては

町長　調査をして考えたい

▲若桜鉄道「八頭高校前」駅



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

14第５号　平成18年５月　やず町議会だより

問 
　

県
の
人
権
救
済
条
例
は
、
そ
の

目
的
が
人
権
擁
護
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
逆
に
基
本
的
な
人
権

を
著
し
く
制
約
す
る
結
果
を
も
た

ら
す
。

　

条
例
が
人
権
侵
害
と
し
て
扱
う

範
囲
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
最
大

限
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
表
現
の
自

由
も
そ
の
対
象
で
あ
る
。

　

条
例
で
差
別
的
言
動
が
規
制
さ

れ
れ
ば
参
加
す
る
義
務
の
な
い
任

意
の
部
落
解
放
同
盟
の
行
う
「
確

認
・
糾
弾
」
は
お
墨
付
き
を
与
え

ら
れ
、
住
民
間
の
差
別
発
言
問
題

に
蔓
延
し
て
当
町
は
自
由
に
も
の

が
言
え
な
い
町
に
な
り
か
ね
な

い
。
故
に
、
条
例
に
は
反
対
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

当
町
で
は
、
部
落
差
別
撤
廃
・

人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
関
係
団
体
と
一
緒
に
差
別
解

消
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
知
事
に

対
し
て
廃
止
の
進
言
は
で
き
な

い
。

問
　

総
務
庁
や
法
務
省
の
見
解
は
、

確
認
・
糾
弾
が
自
由
な
意
見
の
封

殺
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
条
例
は
問
題
点
と
な
っ

て
い
る
弁
護
人
を
認
め
な
い
点
や

社
会
的
公
表
の
点
で
確
認
・
糾
弾

と
一
致
す
る
。
賛
成
で
き
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

平
木
町
長

　

確
認
・
糾
弾
は
同
和
問
題
を
早

く
解
消
す
る
た
め
の
話
し
合
い

で
あ
る
と
思
う
。
人
権
問
題
の

解
消
は
、
同
和
問
題
の
解
決
な
く

し
て
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る

が
、
確
認
・
糾
弾
の
問
題
点
は
以

前
の
こ
と
と
判
断
す
る
。

問
　

日
本
郵
政
公
社
は
、
平
成
一
九

年
一
〇
月
の
民
営
化
開
始
ま
で

に
、
過
疎
地
や
郡
部
に
あ
る
九
六

六
郵
便
局
の
集
配
業
務
を
や
め
る

方
針
を
決
め
た
。
鳥
取
県
の
場
合

は
廃
止
が
全
体
五
〇
局
の
中
二
三

局
で
廃
止
率
は
全
国
で
二
位
で
あ

り
、
対
象
の
中
に
中
私
都
郵
便
局

が
含
ま
れ
て
い
る
。
廃
止
で
出
る

問
題
と
し
て
、
郵
便
物
の
集
配
頻

度
の
減
少
や
配
達
に
日
数
が
か
か

る
等
の
実
質
的
な
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
低
下
が
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
呼
び
か
け
、

子
ど
も
の
安
全
対
策
（
監
視
）
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
も
目
に
見
え
て
い

る
。

　

岩
美
町
や
伯
耆
町
長
は
廃
止
に

懸
念
と
不
安
を
表
明
さ
れ
て
い

る
。

　

関
係
機
関
、
関
係
者
に
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

平
木
町
長

　

中
私
都
の
業
務
が
な
く
な
れ
ば

不
在
時
の
書
留
は
郡
家
ま
で
取
り

に
行
く
こ
と
に
な
る
。保
険
や
貯

金
も
集
配
業
務
と
一
体
と
な
っ
て

お
り
、
町
民
に
は
現
状
よ
り
サ
ー

ビ
ス
が
落
ち
る
と
い
う
ふ
う
な
話
。

　

民
営
化
ま
で
に
ま
だ
移
行
期
間

が
あ
る
が
、
中
私
都
の
集
配
業
務

の
量
が
減
少
し
て
ど
う
な
る
の
か
。

町
民
に
辛
抱
し
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
。業
務
量
等
の
実
情
を
よ
く

調
査
を
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。ま

た
、
地
元
選
出
の
国
会
及
び
県
議

会
議
員
や
町
民
に
も
話
を
聞
か
せ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

�
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
�
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
）

ト
イ
レ
の
設
置

�
大
型
可
燃
物
処
理
施
設
の
建
設

計
画
の
変
更

川西　　聡　議員

鳥取県の人権救済条例に
反対するべき

町長　条例の廃止は知事に

進言できない

中私都郵便局の集配業務
廃止計画に反対を

町長　集配業務量等の実情を

調査する

▲集配業務廃止予定の中私都

郵便局



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

15 やず町議会だより　第５号　平成18年５月

問
　

郡
家
地
域
の
町
道
殿
・
中
島
線

は
利
用
頻
度
の
割
に
は
道
幅
も
狭

く
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

　

現
状
の
町
道
拡
幅
と
あ
わ
せ
て

水
道
管
の
移
設
要
望
が
郡
家
殿
・

花
区
長
連
名
で
提
出
さ
れ
て
い

る
。
町
行
政
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

総
延
長
二
二
二
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
、
九
〇
メ
ー
ト
ル
が
未
改
良
で

あ
り
、
ま
た
、
水
道
管
も
民
有
地

に
布
設
し
て
い
る
。

　

土
地
使
用
貸
借
契
約
書
を
締
結

し
て
い
る
と
は
い
え
、
現
状
を
見

る
と
、
こ
の
町
道
は
一
般
的
に
も

利
用
さ
れ
る
関
係
者
が
多
い
。

　

将
来
を
考
え
る
と
、
町
の
水
道

管
が
私
有
地
に
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
維
持
管
理
の
面
、
あ

る
い
は
管
理
者
と
し
て
道
路
改
良

の
計
画
を
す
べ
き
と
思
う
。

　

一
八
年
度
単
県
補
助
の
交
付
金

制
度
の
中
に
、
こ
の
事
業
も
入
っ

て
お
り
、
県
と
し
て
の
交
付
金
の

額
も
示
さ
れ
て
い
る
経
過
が
あ

る
。
町
道
だ
か
ら
地
元
の
負
担
金

は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
予

定
。

問
　

携
帯
電
話
受
信
状
況
の
改
善
を

求
め
る
陳
情
書
が
八
東
校
区
区
長

会
よ
り
出
て
い
る
。
不
感
地
帯
は

山
間
部
に
多
く
あ
り
、
以
前
よ
り

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
だ
対
応

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
町
内
の
現

状
は
ど
う
な
の
か
。
平
成
一
八
年

度
か
ら
向
こ
う
三
ヵ
年
間
の
総
合

計
画
実
施
計
画
の
中
に
移
動
通
信

用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
が
載
っ
て

い
る
が
、
こ
の
事
は
三
ヵ
年
の
内

に
不
感
知
地
帯
を
な
く
す
と
い
う

事
な
の
か
。
指
定
管
理
者
制
度
予

定
施
設
に
ふ
る
里
の
森
、
姫
路
公

園
が
入
っ
て
い
る
か
。
携
帯
が
入

る
く
ら
い
の
条
件
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答　

平
木
町
長

　

町
内
の
携
帯
電
話
不
感
知
地
区

は
小
学
校
区
単
位
で
六
地
区
、
約

二
五
〇
世
帯
あ
る
。
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
均
一
化
が
図
れ
て
い
な
い
現

状
の
中
、
行
政
と
し
て
何
と
か
し

た
い
思
い
は
あ
る
が
、
財
政
的
に

す
ぐ
に
は
取
り
組
め
な
い
現
状
も

理
解
願
い
た
い
。
計
画
に
の
せ
て

い
る
の
は
是
非
や
り
た
い
と
い
う

思
い
で
、
鋭
意
努
力
す
る
と
い
う

こ
と
。
従
前
は
業
者
が
国
の
補
助

金
の
中
で
、
一
基
あ
た
り
一
、
五

〇
〇
万
円
か
ら
二
、
〇
〇
〇
万
円

で
建
設
し
て
い
る
。
ふ
る
里
の

森
、
姫
路
公
園
で
の
携
帯
電
話
使

用
は
電
波
な
り
、
線
を
つ
な
ぐ
事

に
お
い
て
、
大
変
な
費
用
が
か
か

り
難
し
い
と
思
う
。

秋山　宏樹　議員

町道拡幅と水道管移設
要望についての対応は

町長　県の補助事業で今年度の

取り組みを行う

携帯電話不感地帯の解消
が急務と考えるが

町長　財政的に見てすぐには

取り組めない状況

▲町道拡幅と水道管移設要望箇所（郡家殿地内）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

16第５号　平成18年５月　やず町議会だより

問
　

町
長
は
役
場
に
勤
め
ら
れ
て
四

〇
年
、
昨
年
選
挙
で
首
長
と
な
ら

れ
た
行
政
の
プ
ロ
中
の
プ
ロ
。
行

政
の
プ
ロ
か
ら
見
て
、
現
在
の
町

行
政
の
問
題
点
は
何
だ
と
思
わ
れ

る
か
。

答　

平
木
町
長

　

現
在
の
行
政
の
課
題
は
、
一
つ

の
町
と
し
て
の
意
識
の
形
成
、
一

体
感
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
三
町
が
独
自
に

行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
合
併
し
た

一
つ
の
町
と
し
て
、
本
当
に
ふ
さ

わ
し
い
規
模
な
の
か
の
検
証
。

問
　

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

な
か
、
職
員
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
維
持
を
ど
う
両
立
さ
せ

て
い
く
考
え
か
。

答　

平
木
町
長

　

職
員
の
数
を
減
ら
し
て
効
率
の

よ
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け

る
。
施
設
・
機
構
の
統
廃
合
と

セ
ッ
ト
で
進
め
な
け
れ
ば
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
困
難
と
思
わ

れ
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
提

供
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
観
点

で
職
員
数
も
含
め
早
急
に
検
討
す

る
。

問
　

行
政
改
革
は
意
識
改
革
だ
と
思

う
が
。

答　

平
木
町
長

　

職
員
が
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
血
税
を
本
当
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
気
持
で
、

町
民
の
目
線
の
中
で
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
ち
、
迅
速
に
、
的
確
な
仕
事

を
す
る
こ
と
が
大
切
。

問
　

町
民
す
べ
て
の
人
々
が
、
健
康

で
文
化
的
に
安
全
で
快
適
に
暮
す

た
め
に
、
ま
た
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
、
増
え
続
け
る
医
療
費
、
介

護
保
険
料
対
策
、
健
康
づ
く
り
を

テ
ー
マ
と
し
て
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
運
動

を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

答　

平
木
町
長

　

今
年
は
仮
称
で
す
が
、
森
下
広

一
マ
ラ
ソ
ン
を
や
ろ
う
と
思
う
。

　

町
内
に
は
旧
町
か
ら
の
運
動

場
、
野
球
場
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
、
体
育
館
等
充
実
し
た
設
備
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
有
効
利
用
し
て
、

健
康
で
元
気
に
皆
さ
ん
が
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。友
達
、
グ
ル
ー
プ
同

志
、
ま
た
、
集
落
単
位
等
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
も
ら
い
、
明
る
く

元
気
な
町
民
を
増
や
し
た
い
。

問
　

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
広
め

定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
町
独
自
の

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
制
度
の
創
設

は
。

答　

西
山
教
育
長

　

各
集
落
の
体
育
委
員
と
四
四
名

の
町
体
育
指
導
委
員
と
、
ど
う
協

働
し
て
い
く
の
か
考
え
た
い
。

問
　

広
く
町
民
が
楽
し
み
な
が
ら
健

康
に
な
る
た
め
の
町
民
体
操
は
つ

く
れ
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
思

う
。

そ
の
他
の
質
問

�
無
縁
者
の
納
骨
を
す
る
施
設
が

必
要
で
は

下田　敏夫　議員

現在の町行政の問題点は

町長　一体感をつくること

町民皆スポーツ運動の
実施を

町長　町内施設を有効利用して

▲エアロビクスで体力づくり

　（船岡トレーニングセンター）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

17 やず町議会だより　第５号　平成18年５月

本町の高齢者福祉は

町長　住み慣れた地域で

生活を

問
　

平
成
一
二
年
度
よ
り
介
護
保
険

制
度
が
ス
タ
ー
ト
、
多
く
の
対
象

者
が
こ
の
制
度
に
よ
り
施
設
・
在

宅
サ
ー
ビ
ス
等
、
利
用
し
て
い

る
。

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時

点
に
比
べ
る
と
、
利
用
者
、
給
付

額
と
も
伸
び
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
今
年
一
八
年
度
が

改
定
の
年
で
あ
る
。
合
併
協
定
書

で
は
、
新
町
に
お
い
て
段
階
的
に

調
整
を
行
い
二
二
年
度
ま
で
に
統

一
す
る
と
明
記
し
て
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
改
定
す
る
の

か
、
ま
た
、
郡
家
地
域
・
船
岡
地

域
・
八
東
地
域
の
保
険
料
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
会
で
決
定
し
て
お
り
、
平

成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二
二
年
度

ま
で
に
保
険
料
を
統
一
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

一
八
年
度
は
、
一
七
年
度
の
給

付
費
の
実
績
を
も
と
に
し
て
、
三

年
間
の
介
護
給
付
費
を
見
込
み
算

定
し
て
い
る
。

　

各
地
域
の
基
準
保
険
料
は
、
郡

家
地
域
は
四
、
二
六
八
円
・
船
岡

地
域
三
、
八
〇
八
円
・
八
東
地
域

三
、
五
〇
八
円
と
な
り
、
更
に
、

今
回
よ
り
地
域
支
援
事
業
費
分
一

一
〇
円
が
加
算
さ
れ
る
。

問
　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
創
設

す
る
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
本
町

も
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
役
目
は
、
介
護
保

険
の
対
象
者
、
高
齢
者
、
地
域
住

民
す
べ
て
の
心
身
の
健
康
と
維

持
、
生
活
の
安
定
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
向
上
等
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
地
域
の

中
核
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

本
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
目
指
す
高
齢
者
福
祉
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

福
祉
の
施
策
と
し
て
新
予
防
給

付
事
業
で
は
、
寝
た
き
り
予
防
対

策
、
運
動
指
導
、
介
護
予
防
、
訪

問
介
護
等
、
更
に
新
し
く
運
動
機

能
の
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機

能
の
改
善
等
を
予
定
。

　

地
域
支
援
事
業
で
は
転
倒
予
防

教
室
、
栄
養
管
理
指
導
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
生
き
が
い
活
動
支

援
通
所
、
包
括
支
援
事
業
で
は
、

介
護
予
防
事
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
、
総
合
相
談
、
虐
待
の
早
期
発

見
、
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
事
業

等
、
ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
創
設
す
る
。

保険料は何を基準に

町長　前年の給付実績を元に

小林　久幸　議員

▲新設された地域包括支援センター



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　

般　
　

質　
　

問

18第５号　平成18年５月　やず町議会だより

問
　

八
頭
町
は
、
類
似
団
体
と
比
較

し
、
職
員
数
が
約
一
〇
〇
名
多
い

と
の
資
料
が
あ
る
。
豊
か
な
財
政

運
営
は
望
め
な
い
現
況
の
中
で
、

八
頭
町
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
早
急

に
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
方
策
は
機
構
の
改
革
で
あ

る
。

　

総
合
支
所
方
式
か
ら
本
庁
方
式

へ
の
移
行
、
小
学
校
、
中
学
校
の

あ
り
方
、
保
育
所
の
将
来
の
あ
り

方
、
保
育
所
を
含
む
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
方
向
性
、
社
会
教
育
施
設
の

ス
リ
ム
化
、
さ
ら
に
事
務
の
効
率

化
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　

町
長
は
勇
気
と
英
断
を
持
っ
て

積
極
的
に
方
向
性
を
具
体
的
に
早

急
に
示
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

平
木
町
長

　

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
機

構
改
革
を
含
め
実
施
計
画
を
つ
く

る
。
い
つ
ま
で
も
総
合
支
所
方
式

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

小
・
中
学
校
の
統
合
問
題
、
保

育
所
の
あ
り
方
、
給
食
セ
ン
タ
ー

を
含
め
て
改
革
を
行
っ
て
い
く
。

　

職
員
数
を
単
純
に
は
減
ら
せ
な

い
。
行
政
改
革
推
進
委
員
で
議
論

す
る
。

問
　

二
月
に
町
職
員
組
合
が
二
九
分

間
の
時
間
内
集
会
を
行
っ
た
。
一

般
町
民
の
感
覚
と
、
職
員
の
感
覚

に
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。
職
員
の

意
識
づ
け
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

職
員
は
町
長
の
方
で
は
な
く
町

民
の
目
線
の
中
で
仕
事
を
し
て
欲

し
い
と
話
し
て
い
る
。

問
　

平
木
町
長
は
、
選
挙
公
約
を
一

七
年
度
事
業
、
一
八
年
度
予
算
に

お
い
て
、
ど
の
様
に
表
現
し
た
の

か
。

　

平
木
後
援
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

中
で
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
継

続
施
策
の
推
進
と
し
て
、
船
岡
小

学
校
の
建
築
は
計
画
ど
お
り
進

め
、
プ
ー
ル
建
設
と
中
学
校
の
改

築
は
予
定
ど
お
り
一
七
年
度
着
工

を
目
指
す
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

船
岡
小
学
校
プ
ー
ル
は
実
現
の

運
び
と
な
っ
た
が
、
中
央
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
留

ま
っ
て
い
る
。
今
一
つ
ス
ピ
ー
ド

感
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
い
か
が
な
も
の
か
。

答　

平
木
町
長

　

一
七
年
度
に
お
い
て
は
、
町
内

全
体
に
懇
話
会
と
し
て
出
向
い
て

い
っ
た
。
合
併
協
議
会
で
決
め
ら

れ
た
方
向
性
、
旧
三
町
の
継
続
事

業
を
ま
ず
完
遂
し
た
い
。

　

一
七
年
度
は
基
礎
づ
く
り
と
し

て
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
土
台
づ

く
り
を
し
た
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保
育
料

は
六
割
と
し
、
土
曜
日
保
育
の
実

現
、
病
後
児
保
育
を
行
う
。

　

学
校
教
育
で
は
、
複
式
学
級
の

解
消
、
三
〇
人
学
級
の
推
進
、
安

心
し
て
暮
せ
る
町
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
無
線
の
整
備
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

検
討
、
中
央
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

用
地
の
買
収
、
一
部
造
成
を
行
う
。

財
政
面
も
考
え
て
判
断
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

�
バ
イ
ケ
ミ
農
法
の
検
証

竹内　康紀　議員

八頭町行政のスリム化
を早急に実現を

町長　いつまでも総合支所

方式というわけには

町行政に平木カラーを
　　　どう表現されたか

町長　継続事業の完遂と

　　　新町の基礎づくりを

▲国中保育所の病後児保育室
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八
頭
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
を

平
成
一
八
年
一
月
二
三
日
の
一
日

限
り
の
会
期
で
開
催
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
一
件
、
議
会
提

出
議
案
一
件
、
合
計
二
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

◇
平
成
一
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　

豪
雪
に
よ
る
除
雪
費
を
追
加
す

る
も
の
。

補
正
額 
�
� 

二
、
三
六
四
万
円

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

四
、
一
二
〇
万
円

問
　

除
雪
に
つ
い
て
の
苦
情
内
容

は
。

答
　

丁
寧
な
除
雪
が
で
き
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
、
旧
町
で
や
っ
て
い

た
以
上
の
路
線
に
つ
い
て
除
雪
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

　
 
臨
時
会

平成18年
第１回

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

八
頭
町
議
会
議
員
梶
稔
氏
（
徳
丸
）
が
三
月
九
日
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。　
　

　

梶
さ
ん
は
、
平
成
三
年
か
ら
旧
八
東
町
、
八
頭
町
の
議
会
議
員

と
し
て
、
旧
八
東
町
で
は
議
会
議
長
、
民
生
常
任
委
員
長
、
鳥
取

県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会
議
員
等
、
八
頭
町
に
お
い
て

は
教
育
福
祉
常
任
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
町
政
推
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
体
育
分
野
に
力
を
注
が
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
の

活
性
化
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
も
多
大
で
す
。

　

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
。こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

問
　

苦
情
に
対
す
る
対
応
は
。

答
　

委
託
除
雪
が
初
め
て
の
業
者
も

あ
り
、
業
者
と
現
地
で
の
対
応
が

必
要
。

問
　

生
活
を
守
る
生
活
道
路
の
除
雪

八
頭
町
議
会
議
員

　
 
梶　

稔 
氏
ご
逝
去

は
必
要
で
、
除
雪
対
象
の
路
線
の

見
直
し
を
さ
れ
る
気
持
ち
は
あ
る

か
。

答
　

一
七
年
度
は
、
一
六
年
度
の
路

線
と
除
雪
機
の
台
数
で
旧
町
単
位

に
除
雪
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
各
集
落
に
県
・
町
・
地

元
負
担
で
除
雪
機
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◇ 
議
会
会
議
規
則
の
改
正

　

定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
に

つ
い
て
一
問
一
答
方
式
と
す
る
こ

と
に
伴
い
質
問
回
数
を
三
回
ま
で

と
す
る
制
限
を
撤
廃
す
る
も
の
。

八頭町議会構成

　小　林　久　幸副　議　長松　田　秋　夫議　 　 　 　 長

前土居　一　泰監 査 委 員

�山　本　弘　敏林　　　展　正松　田　秋　夫
鳥取県東部広域行政
管理組合議会議員

林　　　展　正河　村　久　雄松　田　秋　夫
八頭環境施設
組合議会議員

教育福祉常任委員会産業建設常任委員会総 務 常 任 委 員 会

�山　本　弘　敏河　村　久　雄�西　尾　節　子委 員 長

�林　　　展　正森　山　大四郎�谷　本　正　敏副委員長

小　倉　一　博秋　山　宏　樹岡　嶋　正　広委 員

川　西　　　聡池　本　　　�鎌　谷　　　收委 員

小　林　久　幸中　田　　　明竹　内　康　紀委 員

下　田　敏　夫桑　村　和　夫松　田　秋　夫委 員

前土居　一　泰矢　部　博　祥委 員

議会広報特別委員会

矢　部　博　祥委 員 長

小　倉　一　博副委員長

中　田　　　明委 員

桑　村　和　夫委 員

小　林　久　幸委 員

下　田　敏　夫委 員

谷　本　正　敏委 員

議 会 運 営 委 員 会

鎌　谷　　　收委 員 長

秋　山　宏　樹副委員長

川　西　　　聡委 員

河　村　久　雄委 員

�西　尾　節　子委 員

�山　本　弘　敏委 員

注　�印は３月議会定例会で選任
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◇
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
実
施
事
業
と
し
て
、
政
策
決

定
過
程
へ
の
女
性
の
積
極
的
登

用
、
啓
発
事
業
、
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
を
行
う
。

◇
部
落
差
別
撤
廃
、
人
権
擁
護
事

業
　

同
和
対
策
事
業
費
、
隣
保
館
費

で
予
算
を
組
み
、
各
地
域
同
じ
方

向
で
進
め
た
い
。
地
域
改
善
対

策
と
し
て
部
落
解
放
同
盟
へ
の

補
助
の
ほ
か
地
域
交
流
促
進
、
人

権
啓
発
な
ど
を
行
う
。

◇
韓
国
子
ど
も
交
流
事
業

　

八
頭
町
内
の
六
年
生
と
横
城

郡
（
ヘ
ン
ソ
ン
グ
ン
）
の
子
ど
も

た
ち
各
一
〇
人
が
、
お
互
い
の
国

を
理
解
す
る
た
め
に
、
相
互
訪
問

し
交
流
を
図
る
。

◇
行
政
研
修
生
相
互
派
遣
事
業

　

八
頭
町
・
横
城
郡
の
職
員
を
相

互
派
遣
研
修
生
と
し
て
、　

カ
月

10

費
を
必
要
と
し
て
い
る
も
の

問
　

情
報
政
策
費
は
多
額
の
経
費

を
使
う
計
画
で
あ
る
が
、
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
の
は
何
か
。

答
　

ほ
と
ん
ど
が
電
算
関
係
、
通
信

運
搬
費
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
電
算

業
務
委
託
料
、
電
算
機
使
用
料
、

管
理
費
な
ど
で
あ
る
。

問
　

交
通
防
犯
対
策
費
の
防
犯
対

策
は
、
光
熱
費
が
多
額
で
あ
る
が

ど
う
し
て
か
。

答
　

八
東
地
域
で
は
以
前
か
ら
一

部
防
犯
灯
の
電
気
代
を
町
が
支

払
っ
て
お
り
、
船
岡
地
域
で
は
集

落
間
だ
け
、
郡
家
地
域
で
は
設
置

だ
け
と
差
が
あ
り
す
ぎ
る
。
五

年
以
内
に
は
調
整
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

し
、
お
互
い
の
議
会
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
る
（
訪
問
経
費
に
つ
い

て
は
、
予
算
は
飛
行
機
運
賃
だ
け

で
、
あ
と
は
自
己
負
担
と
す
る
。）

◇
合
併
一
周
年
記
念
事
業

　

公
開
録
音
「
民
謡
を
た
ず
ね

て
」（
平
成
一
八
年
四
月
二
二
日
、

八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
）
実
施
。

◇
町
歌
（
音
頭
）
製
作
事
業

　

町
民
一
体
化
の
た
め
に
、
町
歌

を
募
集
し
て
製
作
す
る
。

　

そ
の
他
の
事
業
で
、
多
額
の
経

◇
中
山
間
地
直
接
支
払
い
事
業

　

前
期
、
平
成
一
二
年
か
ら
一
六

年
は
、
急
傾
斜
地
、
約
一
〇
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
。

　

後
期
、平
成
一
七
年
か
ら
二
一

年
は
、急
傾
斜
地
、緩
傾
斜
地
合
せ

て
、約
二
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
集

落
、面
積
と
も
に
大
幅
に
増
加
。

　

各
集
落
の
今
後
の
取
り
組
み
に

よ
り
一
層
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。

◇
新
嘗
祭
献
穀

　

八
頭
町
東
、
松
田
純
一
氏
が
献

穀
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
に

田
植
式
、
九
月
に
抜
穂
式
（
収
穫

感
謝
祭
）、
一
〇
月
に
皇
居
で
の

献
納
式
、
一
一
月
二
三
日
に
宮
中

行
事
の
新
嘗
祭
（
お
供
え
と
行
事

が
行
わ
れ
る
。）

間
研
修
す
る
行
政
レ
ベ
ル
で
の

交
流
を
促
進
す
る
。

◇
議
会
議
員
韓
国
訪
問
、
招
へ
い

事
業

　

交
流
協
定
を
調
印
し
た
韓
国

横
城
郡
を
議
員
が
訪
問
し
、
横
城

郡
議
会
と
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
り
地
方
議
会
の
活
性
化
を

図
る
。

　

ま
た
、
横
城
郡
議
員
を
招
へ
い

　

三
月
議
会
定
例
会
会
期
中
、
各
常
任
委
員
会
を
開
き
、
上
程
さ
れ
た
条
例
・
予
算
等
を

審
議
し
た
。
各
常
任
委
員
会
所
属
の
平
成
一
八
年
度
の
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
。

■
農
業
委
員
会
関
係

　

新
た
な
施
策
と
し
て
「
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
」
の
下
で
、

農
地
の
流
動
化
と
、
農
地
集
積
が

課
題
と
な
る
た
め
、
毎
年
標
準
農

地
リ
ー
ス
料
（
小
作
料
）
の
検
討

が
行
わ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
料
金

の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◇
八
頭
町
農
業
振
興
協
議
会
設
置

規
則
（
案
）

　

目
的
、
八
頭
町
農
業
を
総
合
的

に
振
興
す
る
こ
と
で
あ
り
、
委
員

二
〇
人
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員
は
法
に
基
づ
く
も
の
以
外

の
審
議
会
、
委
員
会
に
は
加
わ
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

▲昨年12月交流協定に調印

▲播種式の様子（徳丸体験農園）
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◇
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

　

策
事
業　

　

本
年
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
下

坂
で
取
り
組
ま
れ
る
。

　

目
的
、
農
業
の
持
続
的
発
展
を

図
る
た
め
に
、
農
地
・
水
・
環
境

の
質
的
な
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
共
同
活

動
と
農
業
者
と
の
営
農
活
動
を

総
合
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
（
集
落
）
と
担
い
手
を

中
心
と
す
る
農
業
者
と
の
「
車
の

両
輪
」
を
な
し
、
自
然
環
境
機
能

を
維
持
、
増
進
す
る
こ
と
で
あ

る
。

◇
地
籍
調
査

　

現
在
実
施
中
で
あ
り
、
八
頭
町

一
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

対
し
て
、
四
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
二
三
・
六
％
が
終
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
地
域
の
終
了
予
定

は
平
成
四
七
年
ご
ろ
。

◇
公
共
下
水
・
農
業
集
落
排
水
の

処
理
委
託
料

　

現
在
、
因
幡
環
境
整
備
（
株
）

に
委
託
し
て
い
る
。
国
の
積
算

基
準
が
示
さ
れ
て
内
容
を
調
査

の
下
で
委
託
を
し
て
い
る
が
、
平

成
一
八
年
度
予
算
で
は
、
委
託
料

総
額
で
一
億
九
、
五
〇
〇
万
円
で

あ
り
、
今
後
は
入
札
等
競
争
の
原

理
が
必
要
で
あ
る
。

作
業
所
二
型
か
ら
授
産
施
設
へ
、

パ
レ
ア
ナ
作
業
所
は
小
規
模
作

業
所
一
型
か
ら
二
型
へ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
移
行
し
、
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
て
い
る
。

■
福
祉
関
係

◇
社
会
福
祉
施
設
費

　

今
月
七
月
（
予
定
）
か
ら
八
東

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を

多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た

め
、
民
間
事
業
者
等
の
参
入
を
可

能
と
し
た
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
福
祉
の
増
進
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
節
減

を
図
る
。

◇
児
童
福
祉
総
務
費

　

小
学
校
低
学
年
児
童
を
対
象

に
、
放
課
後
、
遊
び
を
中
心
と
し

◇
中
央
中
学
校
改
築
の
た
め
の

土
地
取
得
費
が
予
算
化
。

■
保
健
課
関
係

◇
老
人
福
祉
費

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

さ
れ
た
。
今
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
相
談
を

受
け
た
り
、
高
齢
者
を
見
守
っ
た

り
、
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
た
援

助
支
援
を
包
括
的
に
担
う
、
地
域

の
中
核
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
。
な
お
、
船
岡
及
び
八
東

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
は
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
。

◇
障
害
者
福
祉

　

施
設
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る

方
が
、
一
日
だ
け
帰
宅
し
て
家
族

や
地
域
の
方
等
と
交
流
す
る
こ

と
に
よ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
里
帰
り
事
業
を
実
施

す
る
。

◇
小
規
模
作
業
所
支
援
事
業

　

四
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
八
頭

町
内
に
は
二
カ
所
の
作
業
所
が

あ
る
が
、
船
岡
作
業
所
は
小
規
模

た
活
動
を
行
い
、
児
童
の
健
全
な

発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の

充
実
を
図
っ
た
。

◇
児
童
措
置
費

　

保
護
者
に
家
庭
生
活
の
安
全

と
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
三
年
生
ま

で
支
給
し
て
い
た
児
童
手
当
を

今
年
四
月
か
ら
、
小
学
校
六
年
生

ま
で
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◇
保
育
所
費

　

今
年
四
月
か
ら
安
部
・
船
岡
・

た
か
ら
・
郡
家
の
各
保
育
所
で
、

土
曜
日
午
後
保
育
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
児
童
が
病
気
に
か
か

り
、
回
復
期
に
あ
る
も
の
の
、
体

力
的
に
集
団
生
活
が
困
難
な
た

め
、
保
育
所
に
行
け
な
い
期
間
、

一
時
的
に
保
育
を
行
う
病
後
児

保
育
を
国
中
保
育
所
で
実
施
。

■
教
育
委
員
会
関
係

◇
船
岡
小
学
校
改
築
工
事
に
平

成
一
八
年
度
完
成
に
向
け
予
算

化
。

　

校
舎
は
、
平
成
一
七
年
七
月
に

完
成
し
、
子
ど
も
た
ち
は
二
月
期

か
ら
木
の
香
り
漂
う
新
校
舎
で

勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

　

プ
ー
ル
は
平
成
一
七
年
度
事

業
と
し
て
現
在
工
事
が
進
ん
で

い

る
。
ま

た
、
体

育

館

は

急

き
ょ
、
国
か
ら
平
成
一
七
年
度
事

業
と
し
て
予
算
が
つ
き
、
全
額
繰

越
と
し
て
平
成
一
八
年
度
に
建

設
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

残
す
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含
め

た
周
辺
整
備
だ
け
と
な
っ
た
が
、

平
成
一
八
年
度
に
予
算
化
。
船

岡
小
学
校
は
今
年
度
で
完
成
で

き
る
見
込
み
。

◇
中
央
・
船
岡
・
八
東
の
三
つ
の

中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備

　

郡
家
・
船
岡
・
八
東
の
三
つ
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
備
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で

止
ま
っ
て
い
る
心
臓
を
動
か
す
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、
八

頭
町
内
三
つ
の
中
学
校
に
も
今

年
度
予
算
で
配
備
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

▲中央中学校改築に伴う土地取得予定地視察
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議員への期待

船岡　西尾　精一郎　さん

　議会は、当然ながら町民の

意向を踏まえて町政の進む

べき方向を正して行く役目

があると思います。その為には、議員個々の思想

信条をしっかり持って、町民がどんな願いを持っ

ているかということを常に把握し、それを議会を

通して実現するよう努めてほしいと思います。

そしてそのことが町民によくわかるのは「一般質

問」の場ですから、この場を大事に利用して欲し

いのです。その意味でも発言者が多いのは歓迎

です。

　また、町長との問答形式になったことは聞く方

にはよくわかってよいと思います。しかし、内容

的に重複した質問があって時間の無駄があるよ

うに思われますので、同一内容は協定して代表が

質問するというようなことは出来ないもので

しょうか。

　今一つ、合併して日が浅いということもありま

すが、旧町の立場にこだわらないで、議員から進

んでそういう枠を取り去る努力をして欲しいと

思います。八頭町という一つの視点に立って。

新鮮な気持ちで
議会傍聴
山田　倉田　伊早子　さん

　新たな思いで第１回の議

会傍聴以来、１２月・３月と傍

聴いたしました。

　議場全体が今後の町づくりのため真剣に取り

組まれ、その力強い姿勢に圧倒されました。

　１２月議会より一問一答方式となり、初回はぎこ

ちなさが見られましたが、やり取りの内容がよく

分かり理解しやすくなったと思います。（質問の

時間配分等一工夫してほしいが・・・）

　私達八頭町女性団体連絡協議会では、年間事業

として町議会傍聴を取り入れ、町政を身近に見つ

める機会ととらえています。団体相互が横の連

携を取り合うと共に、防災無線放送も有効利用し

て年４回の議会傍聴を実施しています。

　この度、３月議会へは、下私都改善センター

「加工コース反省会」の一環として１０人余りで傍

聴いたしました。

　初めての人も多く「町政の生の声が聞けた」「議員

さんの顔もよく分かった」等々感動の声が聞かれ、新

鮮な気持ちで議会傍聴ができたと思います。

　町民代表の議員さんの活躍の場を確めるのも

大切な町民の姿勢ではないでしょうか。

■議会の傍聴をお待ちしています。 
●傍聴は、申込書に住所、氏名を記入していただくだけで、 
  簡単にできます。傍聴席は、先着の方25席です。 
●委員会も傍聴できます。手続きは本会議と同じです。 
  ただし、傍聴席は委員会室の広さにより異なります。 

■議会や議会だよりへのご意見をお寄せください。 
議会に関するお問い合わせ・ご意見は　八頭町議会事務局へ 
〒680-0495　八頭町船岡539　船岡庁舎 
TEL（0858）72－3975　FAX（0858）73－0290

　

議
会
初
日
の
三
月
九
日
に
、

梶
稔
教
育
福
祉
常
任
委
員
長

が
、突
然
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
委
員
会
の
と
き

「
合
併
し
た
だ
け
船
岡
だ
、八

東
だ
、郡
家
だ
っ
て
言
っ
と
ら

ず
に
、え
え
町
を
つ
く
ら
あ

で
」と
い
わ
れ
た
言
葉
が
強
く

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。合

掌　

　

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

と
す
る
一
八
年
度
の
予
算
が

可
決
。
前
年
度
対
比
七
億
六

〇
〇
万
円
、
率
に
し
て
、
七
・

三
％
の
減
と
い
う
大
変
厳
し

い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
年
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」

と
い
い
ま
す
。　

こ
う
い
う
と

き
に
こ
そ
町
民
皆
様
の
豊
富

な
経
験
と
、
優
れ
た
知
恵
が

必
要
で
す
。

　

後
ろ
向
き
に
考
え
る
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
え
え
町

を
つ
く
る
た
め
の
ご
提
案
、

ご
意
見
を
議
会
事
務
局
、
ま

た
は
議
員
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。「
人
が
輝
き
、
集
い
、

夢
広
が
る
八
頭
町
」
を
町
民
み

ん
な
が
、
一
緒
に
な
っ
て
創

り
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
　

委
員　

下
田
敏
夫

編 集 後 記

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。

▲ 伊  蘇  乃  佐  只 神社麒麟獅子舞（安井宿）
い そ の さ わ


